








平成26年3月1日～平成26年8月31日

教員
転入

異動年月日 氏名 新職名 旧職名等

26.4.1 三枝　洋一 大学院数理科学研究科　准教授 京都大学白眉センター　特定准教授

26.4.1 Stefano Maria Iacus 大学院数理科学研究科　特任教授 Associate professor, University of Milan

26.4.1 Alexander Veselov 大学院数理科学研究科　特任教授 Professor, Loughborough University

26.4.1 土岡　俊介 大学院数理科学研究科　特任助教 カブリ数物連携宇宙研究機構（日本学術振興会特別研究員）

26.4.1 筒井　容平 大学院数理科学研究科　特任助教 早稲田大学（日本学術振興会特別研究員）

転出

異動年月日 氏名 新職名 旧職名等

26.3.31 寺澤　祐高 名古屋大学大学院多元数理科学研究科　准教授 大学院数理科学研究科　特任助教

26.7.25 Alexander Veselov Professor, Loughborough University 大学院数理科学研究科　特任教授

昇任

異動年月日 氏名 新職名 旧職名等

26.4.1 稲葉　寿 大学院数理科学研究科　教授 大学院数理科学研究科　准教授

26.4.1 志甫　淳 大学院数理科学研究科　教授 大学院数理科学研究科　准教授

転入

異動年月日 氏名 新職名 旧職名等

26.3.1 白石　喜美子 大学院数理科学研究科　特任専門職員 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 中川　健太郎 教養学部等総務課数理科学総務係長 国立新美術館庶務課係長（庶務担当）

26.4.1 中森　由佳 教養学部等図書課数理科学図書係　一般職員 医学系研究科情報サービス係　一般職員

26.4.1 井出野　真理子 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 笹川　利香子 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 佐々木　直子 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 戸澤　眞理子 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 内藤　美佳 教養学部等図書課数理科学図書係　事務補佐員

26.7.1 谷崎　典子 大学院数理科学研究科　事務補佐員

転出
異動年月日 氏名 新職名 旧職名等

26.3.31 菊池　芳菜子 退職 教養学部等図書課数理科学図書係　事務補佐員

26.3.31 葛野　愛子 退職 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.3.31 寺上　純代 退職 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.3.31 濱田　悦子 退職 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.3.31 三上　福子 退職 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

26.4.1 井ノ口　秀樹 東京国立博物館総務部総務課室長（総務・渉外担当） 教養学部等総務課数理科学総務係長

26.4.1 清水　郁子
文部科学省研究振興局参事官（情報担当）付学術
基盤整備室

教養学部等図書課数理科学図書係　一般職員

26.6.25 牛島　麻里 退職 大学院数理科学研究科　事務補佐員

26.6.30 吉村　理沙 退職 大学院数理科学研究科　事務補佐員

26.8.31 植田　瑶子 退職 教養学部等総務課数理科学総務係　事務補佐員

職員 



   

   

三枝 洋一  

大学院数理科学研究科 准教授 

4 月 1 日付で准教授に着任いたしました三枝と申します。2007 年に当研究科で博士の学位を取得した後、九州

大学、京都大学での勤務を経て、再びこちらに戻ってくることになりました。学生の頃を思い出し懐かしさを感

じる一方、その頃にお世話になった先生方と同じく教える立場に立ったことを考えると、身の引き締まる思いで

す。 
久しぶりに駒場キャンパスを歩いてみると、私が 1，2 年生だったころに比べて様々な建物が新しくなってお

り、新鮮な気分になりました。特に、教養の数学の講義が行われる５号館が改装されて綺麗になっているのは驚

かされました。その一方で、数理科学研究科棟は（もともと新しかったこともありますが）以前と変わらない雰

囲気で、落ち着いて研究・教育活動に取り組めそうです。 
私の専門分野は整数論で、特に保型形式・保型表現とガロア表現を結びつけるラングランズ対応に興味を持っ

ています。ラングランズ対応は類体論の一般化であり、数論の古典的な問題の多くと結び付く一方、代数幾何、

表現論、数理物理など、数論以外の様々な分野とも関連する魅力的な現象です。現在は主に数論幾何側の立場か

ら研究を進めていますが、なるべく分野の垣根にとらわれず面白いことをできるよう努めたいとも思っています。

どうぞよろしくお願いいたします。 
 

Stefano Maria Iacus  
大学院数理科学研究科 特任教授 

Since 2006, I came every year to Japan for a period of study and, in particular, I have been visiting the 
Graduate School of Mathematical Sciences almost every year since then. The first long stay has been in 
November through December 2006 thanks to a JSPS Fellowship. Then I came several times for shorter 
periods in the frame of the COE Program for the YUIMA Project for the Simulation and Inference of 
Stochastic Differential Equations, a project headed by Prof. Nakahiro Yoshida. My background is in 
mathematical statistics and stochastic processes as well as computational statistics. I own a PhD in 
Statistics from the University of Padua, Italy, and a Doctorate in Mathematics from the University of Le 
Mans, France.  In particular, I have been a member of the R Core Team for the development of the R 
Statistical Language from 1999 till 2014 and I am one of the founder and active members of the R 
Foundation for Statistical Computing. The continuative visits and the long term collaboration with Prof. 
Yoshida and the present and former equipe of his laboratory have made possible to produce a variety of 
theoretical results as well as the first platform for simulation and inference of stochastic processes through 
the R package Yuima. This platform includes several methods for estimation and simulation of stochastic 
processes including stochastic differential equations, point and jump processes and fractional processes as 
well asymptotic expansion methods based on Malliavan-Watanabe calculus. This semester I have given a 
course to graduate students on computational methods for stochastic processes. I really enjoyed all my stays 
at the Graduate School of Mathematical Sciences of the University of Tokyo and I hope to continue this 
fruitful collaboration in the future as well. 
 
 
 



土岡 俊介  

大学院数理科学研究科 特任助教 

4 月より数物フロンティア・リーディング大学院特任助教として着任しました。学部を東京大学理学部数学科

でお世話になった後、院は京都大学の数理解析研究所に進学しましたので、学部卒業 9 年後になりますが、母校

で研究と教育に携われることを嬉しく思っています（と同時に、改めて身の引き締まる思いです）。 
専門は量子代数の表現論で、特に categorification（圏論化）による、（ヘッケ環などの）対称群に関連する代

数のモジュラー表現論への応用を研究してきました。研究背景の非専門家向けの解説を、数学セミナー2012 年 9
月号に書かせていただいたので、興味のある方はご覧ください。最近は、量子代数の 2-表現論と、それを用いた

代数幾何学等における導来圏同値の導出などといった応用にも興味を持っています。 
着任前は、柏にあるカブリ IPMU でポスドクをしており、物理・天文の研究者の方々と異文化交流する機会に

恵まれました。東大数理でも、広くみなさんと交流し、いろいろ学ばせていただこうと、期待しています。また

駒場周辺は、文化施設なども多く、こちらでの生活も楽しみです。どうぞよろしくお願いします。 
 
筒井 容平  

大学院数理科学研究科 特任助教 

2014 年 4 月 1 日付けで赴任してまいりました、筒井容平と申します。 どうぞよろしくお願いいたします。 以
前は、早稲田大学に日本学術振興会 特別研究員 (PD) としてお世話になっておりました。 学部は愛媛大学で、

大学院から地元の大阪大学に移り、そこで学位を頂きました。 
 私の専門分野は実解析学と偏微分方程式です。実解析学については、掛谷宗一 先生の研究に端を発する

Kakeya 問題に取り組みたいと思っております。以前、東京大学を訪れた時、壁に掛谷先生のお写真がかかって

いるのを見つけ、携帯電話で写真を撮らせていただいてから、私のパソコンのデスクトップには掛谷先生がいら

っしゃいます。Kakeya 問題は定量的には、Kakeya / Nikodym 極大函数の norm 評価と理解できますが、他に

も、球面への Fourier 制限問題、Bochner-Riesz 予想、極限吸収原理、波動方程式の local smoothing の問題な

どと密接に関連しており、偏微分方程式とは深いつながりを持っています。 
 偏微分方程式については、Navier-Stokes 方程式などの流体の方程式や、走化性方程式などに興味を持ってお

り、実解析学の手法を用いて取り組んでおります。例えば、前者で非圧縮の流体を扱う場合は、解はある

cancellation をもつため、そのような性質を反映する函数空間を用いることは有益であると考えています。 
 色々とご迷惑をおかけすると思いますが、何卒よろしくお願い申し上げます。 
 

   
中川 健太郎  数理科学総務係 係長 

4 月 1 日付けで総務係長に着任しました中川です。国立新美術館での出向期間を経て、3 年ぶりの東大復帰で

す。東大ではこれまで本郷、柏キャンパスに勤務し、このたび念願の駒場キャンパス勤務となります。緑が多く、

若い活気にあふれた駒場キャンパスで心機一転の再スタートです。総務係は教職員の支援業務の要として、的確

で幅広い対応が求められるセクションです。みなさまとの信頼関係を大切にしながら日々努める所存です。どう

ぞよろしくお願いします。 
 
中森 由佳 数理科学図書係 一般職員 

4 月に数理科学図書係に着任いたしました。今回初めての異動、初めての駒場キャンパスです。まだ慣れない

ことが多く、ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いします。学生時代から手話

をやっており、日常会話程度なら出来ます。手話が出来る方、興味のある方がいらっしゃいましたら、ぜひお声



をかけてください。 
 
井出野 真理子 事務補佐員 

4 月 1 日付で数理総務係に採用となりました井出野真理子です。科研費のほか 8 月に本郷で開催されるオープ

ンキャンパス、3 月に駒場で開催される女子中高生のための講演会および自己点検報告書関連の事務補佐業務を

担当いたしております。大学での事務は初めてで不慣れなこともあり、ご迷惑をおかけすることが多々あるかと

思いますが、1 日でも早くお役に立てるよう日々努めてまいります。ご指導のほどよろしくお願いいたします。 
 

笹川 利香子 事務補佐員 
4 月 1 日付で採用となり、主に主任室で勤務しております。若いころは電機メーカーで技術系の仕事をしてお

りましたが、いつの間にか大学での勤務経験の方が長くなってしまいました。「はじめまして」ではない先生方

や学生さん、お名前を見たり聞いたりしたことのある先生方がいらっしゃいますが、また数学に係る仕事ができ

て、大変嬉しく思います。今までの様々な経験を活かし、先生方が研究に集中できるよう、少しでもお役にたて

れば、と思っております。どうぞ、よろしくお願いいたします。 
 
佐々木 直子 事務補佐員 

4 月から主任室Ⅱでお世話になっております、佐々木です。大学で働くことは初めてで戸惑う事も多く新しい

事柄に触れる毎日は楽しく、学生の大らかな行動には驚くばかりです。そして、着任から 2 か月が過ぎましたが 

まだまだ覚えなければならない事も多く、自身の仕事を顧みると、日々改善と強く感じております。少しだけ自

己紹介をいたします。私は、学校卒業後、服飾関係の備品のデザインを 5 年、OL に憧れて事務職に転職し 20
年以上勤めた会社を一昨年退職しました。昨年は、子供のころからの夢だった有閑マダム生活を堪能しました。

趣味は、観劇、旅することと旅先のホテルのレターセット収集、そして、夢想することです。 
 

戸澤 眞理子 事務補佐員 
平成 26 年 4 月 1 日付にて数理総務係に採用されました戸澤眞理子と申します。品川区に長い間暮らしていな

がら、渋谷からわずか 2 駅でこんなにも緑が多い地区があることに毎日楽しい驚きをもって通ってきています。

仕事はまだまだ不慣れな点が多くご迷惑をおかけすることも多々あると思いますが、どうぞよろしくお願い申し

上げます。 
 

内藤 美佳 事務補佐員 
4 月 1 日付で図書室に採用となりました、内藤美佳と申します。前職は慶應義塾大学数理科学図書室に勤務し

ておりました。とはいえ、数学が得意なわけではないのですが偶然にも数学系の図書室で続けて、仕事をさせて

いただけることになりました。至らぬことが多々あり、新しい環境で不慣れなため、ご迷惑をおかけいたします

が日々努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 

谷崎 典子 事務補佐員 
7 月 1 日より数理・FMSP の担当をさせていただいております谷崎と申します。 

昨年までは生産技術研究所で産学連携のプロジェクト、またプロジェクトが終了しましてからは生研クロニクル

やアーカイブ処理などを担当させていただいておりました。 
こちらでの業務【外国人研究者招へい等】については初めてということもあり、不慣れなことや至らない点も多

く、皆様にご迷惑をおかけしておりますが、日々努めてまいります。 
ご指導のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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